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ＪＡ全農いばらき 畜産部 畜産課 

 

 

【全農建値】 

2020 年１２月（税抜） 2019 年１２月（税抜）  

479 円/㎏（16 円高） 463 円/㎏ 

 

12 月に入り出荷頭数はほぼ 7 万頭を超える頭数で推移したが、多くの野菜の価格が低迷

する中で鍋消費が盛んになり、豚肉相場は堅調に推移した。また、鶏肉の冷凍在庫がひっ迫

している状況から、代替え需要もあり例年相場が下がる下旬にかけて一段と相場を押し上

げる展開となった。 

 

1 月以降の動向 

出荷頭数は、1 月は前年同月をやや下回ると予測されている。 

冷蔵品輸入量は、新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ－１９）の影響により北米工場

の作業効率が低下していることに加え、北米からの入船遅れが発生していること等から、

１２月、１月ともに前年同月をわずかに下回ると予測する。一方で、３カ月平均は、前年

同期をわずかに上回ると予測する。冷凍品輸入量は、国内の在庫が高い水準にあることに

加え、ＣＯＶＩＤ－１９の影響による外食需要の減少等から、１２月、１月ともに前年同

月をかなり大きく下回ると予測する。なお、３カ月平均でも、前年同期を大幅に下回ると

予測する。（ＡＬＩＣ 豚肉の需給予測について 12 月 24 日） 

肉豚インフォメーション（１２月） 
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その他 

新型コロナウイルスの感染拡大により、年末年始の帰省自粛が呼びかけられる中、正月を

自宅で過ごす人が増えることが予想され、家庭内消費で豚肉需要は伸びそうだ。 

12 月に 60 例目（山形県）、61 例目（三重県）となる豚熱感染が確認された。一方で鳥イ

ンフルエンザの拡大が止まらず、千葉県で発生が確認された。これにより東日本における感

染の危険も高まっており、流通業者は危機感を示している。 

円高基調だがトウモロコシの相場や大豆粕価格が大幅に値上がりしていることから令和

3 年 1 月～3 月期配合飼料供給価格について、トン当たり 3900 円値上げする。中国で養豚

大手が増産投資に乗り出している中、中国向けの米国産トウモロコシ需要が強まっている。 

 

1 月の相場は年明け堅調に推移し下旬にかけて下げる見通し。 

全農建値（税抜）予測レンジは 450 円～550 円とする。 
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●ことし１月～１２月までの動向 

東京市場の和牛（去勢）A５等級平均相場は２０２０年 1 月が 2716 円（前年比 96.0％）。

２月には早くも新型コロナの影響が出始め 2615 円（前年比 93.1％）となった。その後コロ

ナの影響は悪化の一途をたどり３月は 2342 円（前年比 83.6％）と大きく下落。さらに４月

は 2053 円（前年比 74.2％）に。緊急事態宣言が４月７日に発令されたこととインバウンド

需要がほとんど消滅し大幅な下落となった。ここまでの下落は２０１１年の東日本大震災

以来のものだった。５月は 2236 円（前年比 81.7％）と前月より回復。４月の相場安を受け、

量販店等が交雑牛から和牛に切替える動きを進めたためだ。６月は2303円（前年比83.1％）。

７月は 2413 円（前年比 87.6％）。８月は 2410 円（前年比 90.1%）と推移した。その後、行

政による「冷凍在庫保管事業」や「GoTo 事業」が奏功したほか、海外輸出も伸長し和牛相

場は急回復した。９月は 2453 円（前年比 89.3％）。１０月は 2665 円（前年比 99.0％）と

なり前年並みの相場まで回復した。外食の急激な回復も後押しとなり１１月は 2767 円（前

年比 99.0％）。１２月は 2909 円（前年比 105.2％）と驚異的な高値相場で展開した。 

 

肉牛インフォメーション（１２月） 
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●１月の動向予測 

ことしの牛化の予測は非常にむずかしい状況だが、１２月の早出し傾向により１月の出

荷頭数は少ないと見込む。和牛、交雑牛ともに一気に相場が落ち込むとは考えづらく、一定

程度の相場を維持する展開と予想する。 

１月相場は「小動き」の展開と予想。 

和牛去勢 A5 等級 2700 円（税込み）   A4 等級 2500 円（税込み） 

交雑去勢 B4 等級 1750 円（税込み）   B3 等級 1600 円（税込み） 

●輸入牛肉 

 牛肉（部分肉）輸入量について、豪州産の干ばつ後の牛群再構築による生産量減少に伴う

現地価格の高騰、新型コロナウイルス感染症の影響による北米工場の作業効率の低下が継

続する中、北米からの入船遅れや前年度の日米貿易協定の発効による関税の引き下げを見

越した通関繰越の反動等から、１２月は前年同月をわずかに上回り、１月はやや下回ると予

測する。                         （ALIC 統計資料 引用） 

 

事業年度：4月～3月
部分肉の輸入数量・単価の推移

0

　　　　　　※　数量：Alic国内統計資料　参照
　　　　 　　　　単価：CIF価格　参照
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●消費動向 

２０２０年 1 月から直近までの家庭消費をみると、生鮮牛肉は前年比 25.7％、加工牛肉

は前年比 28.4％とそれぞれ大幅に増加。一方で、外食産業の不振により業務用需要が大き

く落ち込んだ。新型コロナの拡大が顕著となる中、引き続き同様の消費動向が予想される。 

●全農茨城県本部家畜市場動向 

 全農茨城県本部家畜市場における素牛平均価格（１２月税込）は、黒毛和種の雌は

707,450 円で前月+71,500 円と上昇、去勢は 850,944 円で前月＋56,146 円と上昇した。 

上場頭数（成立）は 199 頭で前月+8 頭となった。 

 

全農茨城県本部家畜市場実績（和牛子牛） (税込）

年間平均 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

３０年度　平均単価 739,584 758,415 758,977 702,097 670,813 740,453 733,588 695,610 730,562 817,663 772,253 753,578 741,004

去勢 799,668 816,711 823,902 743,172 742,878 833,022 783,884 741,212 788,635 861,683 842,630 825,098 793,186

雌 657,649 681,419 691,912 645,258 571,413 618,570 672,958 621,506 650,244 747,485 670,910 649,925 670,186

１年度　平均単価 735,223 764,223 752,015 764,621 746,382 726,806 704,141 769,994 740,279 774,343 740,581 708,666 630,626

去勢 791,182 804,333 799,867 842,908 797,996 801,132 732,566 818,370 797,145 846,297 814,402 757,106 682,060

雌 659,697 707,400 675,585 684,447 680,659 631,348 657,786 702,635 661,359 682,919 639,563 633,657 559,009

２年度　平均単価 646,108 597,847 587,552 614,164 605,310 626,590 643,417 630,988 721,612 787,489

去勢 709,042 649,837 642,142 674,214 650,911 694,492 709,130 714,912 794,798 850,944

雌 571,039 513,364 510,047 545,753 561,990 550,285 562,199 552,310 635,950 707,450

３０年度　成立頭数 160 123 185 156 138 139 161 168 157 179 183 169 165

１年度　成立頭数 178 145 187 168 173 127 171 189 259 193 180 149 189

２年度　成立頭数 180 189 196 169 156 169 199 155 191 199
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